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The University of Copenhagen is one of the oldest universities in Denmark, having been established in 1479, 

and with the number of researchers and students it is also the largest academic institution of higher learning. 

As a comprehensive university it has eight faculties with more than 100 departments and research centres. 

The University of Copenhagen has been consistently ranked as one of the top universities in the world across 

several academic rankings.  

 

I wanted to learn about a topic related to my major from an interdisciplinary manner, and this course offers just 

this. One of my motivations was to immerse in a highly academically intense environment. I also wanted to 

forge international friendships, and through the diversity of participants it was very easy to do so.  

 

 

Read the details provided both by Todai and the host university carefully to make sure all information has been 

furnished. If possible, start early. 

 

 

As I will not be receiving any credits for this course no special documents/procedures were required, except a 

form to inform the department that I will be away from Japan for the designated period of time. I also made sure 



to inform my supervisor and research department ahead of time.  

 

 

As I am a native English speaker there was no need to do any form of language preparation for this summer 

programme. 

 

 

Travel insurance, and making sure that credit cards (or ATM cards etc.) are usable when overseas.  

 

 
 



 

 

My course was titled ‘Interdisciplinary Aspects of Healthy Ageing’. I am not intending to transfer credits for this 

course so extra procedures are not needed. 

 

 

The course is structured in a way that we have a week of lectures, followed by another week of independent 

research within a group. A final presentation and a written report were required at the end of the programme. 

The course taught about ageing from various perspectives, and henceforth all lectures were equally 

interesting. 

 

 

A reading list will be recommended prior to arrival. Do them if possible so as to get the most of lectures as you 

will have more background information to work with. Also try to ask questions and give critical comments 

whereby possible as they will facilitate classroom discussion and also make the learning curve steeper. 

 

 

Not applicable. 

 

 

 



 

 

The campus we were based at. 
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 2012 IARU Global Summer Program Ꮫ⩦ᡂᯝ䛻㛵䛩䜛䝺䝫䞊䝖 

 

1. 留学、学習、国際理解への意欲に関する参加前、参加後の変化 
  
 私はこの当プログラムに参加する前までに海外滞在・留学経験が全くなかった。海外旅行ですら、当

⁫ᅾ䛧䛯ᑅ䛾㒊ᒇ 

 

 

ㅮ⩏䜢ཷ䛡䛯ᩍᐊ 

 



プログラムが始まる数ヶ月ほど前に台湾に旅行で行ったのみであり、周りの平均的な大学院生に比べ、

海外経験が著しく少なかったといえる。私はこのような現状に対する漠然とした焦りを以前からいだい

ており、この焦りを解消するために当プログラムの参加に至った。このような理由から半ば勢いで応募

してみたのだが、参加する前は不安でいっぱいであった。英語も得意というわけではなかったので、講

義についていけるのか、海外の学生と打ち解けることはできるか、など不安でいっぱいであった。この

不安を打ち消そうと、英会話の練習にも打ち込んだが、あまり改善したとは言いがたく、不安が解消さ

れないままプログラム初日を迎えたといえる。 
 私が当プログラムに参加したもう一つの理由は、自分と異なる価値観を持つ (であろう)海外の学生か

ら何らかの刺激を受けたかったことにもある。私は日々の生活の大部分を大学の研究室で過ごしている

が、研究室内では日々決まった教官、学生としか会わず、閉塞感のようなものを感じていた。普段から

留学や海外インターンに行った学生の仲間から、「海外へ行って異なる文化・価値観に刺激を受けた」と

いう話をよく聞いていた私は、その「異なる文化・価値観」に触れることはどのようなものか非常に興

味があった。また同時に日本人の一学生として海外の学生にどのような刺激を与えることができるのか、

自分の可能性に挑戦してみたいという気持ちもあった。 
 現在、約 3 週間に及ぶサマープログラムに参加してみて、参加前に抱いていた考え方にいくつかの変

化が生じたと感じている。まずは参加前に感じていた不安についてであるが、参加前に抱いていた不安

は全くの杞憂であったと今では考えている。参加前に感じていた不安などもあり、以前から海外留学が

とてもハードルの高いものであると感じていた。当然、プログラム中にも英語力のなさなどから苦労し

たり、悔しい経験は多々あったが、自分自らの工夫で何とかなるものであったり、その経験を通して得

るものも非常に多く、全体として大きなプラスであったと確信している。何事も未知の経験に対し、人

間は不安を抱くものだが、今回思い切って短期留学に挑戦してみたことで海外留学に対する心理的障壁

を取り除けたことはこのプログラムの一番大きな成果だと思っている。 
 また、参加前に期待していた「異なる価値観による刺激」についてであるが、プログラム参加中は日

本人学生と海外学生との差異よりも共通点を認識する機会のほうが多かった。例えば、海外の学生とグ

ループワークを行う中でも日本における同様のグループワークと同じように、リーダーを務めるものや

それを補佐するもの、あまり自分の意見を述べない人や自己主張が激しい人などがいた。これらの違い

は日本人の間でも見られるもので、使用言語の変化以外は特に目新しさを感じなかった。よく日本では

日本人と外国人の差異ばかりが強調され、その差異にどう対処してくか、といったことが語られがちだ

が、日本人も外国人も元を正せば同じ人間である、ということを今回のプログラムで感じることができ

た。当然、よくしゃべるインド人の学生がいたりと、海外学生と日本人学生との間に差異を感じた場面

もないわけではなかったが、一番印象に残ったのは「日本人も外国人も同じ人間」ということである。

当然、差異を感じることができなかったのは 3 週間という限られた期間だったから、とも考えられるが、

差異だけでなく共通する部分も多々あることは認識できた。 
 前に述べた印象と同様に感じることができたのは「日本人を代表して」参加する意識である。正直な

ところ、プログラム参加前は「日本の学生を代表して」プログラムに参加するという意識が全くもって

欠如していた。プログラムが始まった当初はあまり深いことを考えず、純粋に一人の学生として講義を

受講していた。しかし何回か講義を受けるにつれ、日本人学生の英語力の欠如や授業の発言回数の少な

さを否が応にも経験し、周りの学生は我々日本人のことをどのように思っているのだろうということが

気になった。日本人は海外学生に比べ英語も一番下手であり、その事実だけでも少し恥ずかしさを感じ

た。参加人数の少ない小さいプログラムではありながらも、普段交流できないような国籍の学生が一同



に会しているわけであり、自分たちの印象は必然的に見知らぬ国日本に対する印象につながるのではな

いか、と考えるようになった。いい意味で危機感を抱くことができたのでプログラムの最後の方の講義

では普段よりも質問や発言を意識的にするよう努め、少しでも海外の学生たちの日本人に対する印象を

良いものにしようとした。参加前に「日本を代表している」という意識が欠如していたことは今回の大

きな反省点と考えている。 
 
2. 参加後の次の海外留学への関心 
  
 前述の通り、今回の短期留学を通し、参加前に抱いていた留学に対する不安・抵抗感の大部分は取り

除けたと考えている。同時に留学における学びの大きな可能性も感じることができ、今後海外留学のチ

ャンスがあれば積極的にチャレンジしていきたいと考えている。私は現在修士課程 2 年であり、来年か

らは民間企業に就職予定のため、大学院在籍中に長期の留学に行く時間や機会はない。今思うのはもう

少し早く海外留学を経験しておけばよかったということである。学生生活の早い段階で留学を経験すれ

ば、様々な留学プログラムに参加したり、長期の留学にも挑戦したりできたのではないかと思う。ただ、

民間企業に就職し、社会人になってからも新しいことを大学という教育機関で学ぶことには興味がある

し、会社内で留学の機会があったら積極的に挑戦していきたいと考えている。 
 当プログラムの次の海外留学として、現在は海外の大学院で何らかの学位をとり、専門性を身につけ

ることに興味がある。当然日本でも学位はとれるが、様々な国から学生が「学位をとる」という同一の

目的のもとに集まり、お互いに切磋琢磨しながら学んでいくこととはどういうことなのか、非常に関心

がある。また今回の留学で自分の英語力の低さを痛感した。近いうちに語学留学という形できちんと英

語を学ぶことにも興味がある。 
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IARU GSP についてのレポートを書くにあたり、留学への関心が大きく変わるきっかけとなった経験

について軽く述べる。 
私にとって「留学」という言葉のイメージは駒場で同じクラスだった友人である。博士号取得を目標

に米国へ留学している彼女は、勉強も運動もでき明るくて優しく、初めて会ったときから私の憧れであ

る。彼女は 1 年生のころから留学したいと話しており、国際ボランティアサークルに入ったり学科で海

外視察に派遣されたり卒業研究で海外の事例を扱ったりと着実に国際感覚と英語力を伸ばしていた。 
一方私は理系科目が苦手なことで周りに劣等感を



から話題を投げかけることはできなかった。あの速度では他人の発言を遮らず発言することは困難であ

ったし、私は日本でも話の流れから外れた発言で場を混乱させることがよくあると自覚しているので、

話題を提供しなかったことについて後悔はしていない。一般的に国際理解に対する意識が高い人は積極

的に話すであろうが、会話に参加している人数が多い場合は日本人らしく空気を読んだ振る舞いをする

というのも国際理解のある側面ではないかと私は思う。 
逆に後悔しているのは、授業後にみんなで遊びに行くのにあまり参加しなかったことだ。私は土日に

観光したい場所がたくさんあったため平日の夜にレポートを書くことを優先してしまったが、今思えば

大学の代表として派遣されている以上、レポートにかける時間を削ってでも国際交流すべきだったかも

しれない。このことについては来年度以降、大学から指針を示してほしい。 
プログラムの後半は 4 班に分かれて研究を行った。班のメンバーはインド人、マレーシア人、デンマ

ーク人で、皆母国語が英語でなかったが私よりずっと流暢であった。さらに私を除いて全員医学部だっ

たため私は議論に自信がなかった。そこで、実験が始まってからは測定結果をできるだけ早く共有フォ

ルダに上げ自分なりの分析を示すようにすると、いつのまにか頼りにされるようになっていた。早口で

喋れなくても専門知識が少なくても行動で示せば理解してもらえることがわかり自信がついた。しかし

発表では他のグループの人も含め半数以上が原稿を持たずに話しており、スピーキング力の差を痛感し

た。これから英語で発表する機会がどれだけあるかわからないが、もっと聴衆を惹きつけられるように

なりたい。 
 
東大から今年 COP3 コースに参加した 5 人のうち進学予定の学生は 1 人だけである。GSP は海外留学

へのステップとして短期留学を体験させるという目的があると説明会で聞いたが、コース自体の応募要

件が学部卒以上であるため、このコースへ参加した学生が留学するという事例を増やすには 2 つの条件

を整備しなければならない。まずは、博士進学率を向上させること。次に東大からの参加者を修士 1 年

生で就職活動への意識が高くない学生に限定すること。これにより、GSP に参加して留学に興味をもっ

た学生が修士を卒業して就職しない道を選択できれば、修士 2 年次あるいは博士課程で留学することが

可能になる。内々定をもらっている修士 2 年生や帰国後にインターンに参加するなど就職活動に向けて

準備を進めようと思っている 1 年生が進路を再考し留学する可能性は低いであろう。私自身も、卒業が

遅れることと再度就職活動をしなければならないことが嫌であるため、次の留学は考えていない。JASSO
から奨学金をいただいていながら GSP の狙いを果たせないのは心苦しく大変遺憾であり、他のコースに

参加した学生が留学してくれることを強く望む。 
今回のサマープログラムを通して自国語で大学院レベルの教育を受けられることは名誉なことである

と思った。東大の院では英語でなされる授業が多く、私自身も受講しているが、日本人学生の理解度が

下がったり質問がしにくかったりと必ずしも良いことばかりではない。これからグローバル化がさらに

進められるだろうが、日本語の授業も残してほしい。 
サマープログラムを運営されたコペンハーゲン大学 CEHA の職員の方々、講師の先生方、Panum 

Institute の先生方、東京大学国際交流課の方々と、国際学会での発表前日まで別の国で専門と全く違う

勉強をするという勝手を許してくださった研究室に、最大の感謝を示してこのレポートの結びとする。

本当にありがとうございました。 
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